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(要旨)本論稿の 目的は、学習者の言語活動を支える教師のコミュニケーションにおけるインターベン
ションを 「日的」や 「ゴール」を持った長期的で計画的な教授行為 として捉え、豊かな知識や経験に裏
打ちされた教師の 「見取 り」が効果的なインターベ ンションを生み出す背景にあることを指摘す ること
にある。 このため、言語 ・非言語的側面から見 とりの対象や視座を提示 し、教師の 「見取 りの質」を向
上させるための知識や情報の獲得を研修によって促す こと、学習者理解の多角化、深化によって、学習
者個人や学習集団の特性を踏まえた 「見取 り」が行えるようになるための研修の構築を提案 している。



















打ちされた教師の 「見取 り」があることを指摘 したい。































































































































































続性を 「集団学習」とい う仕切 りによって分断 して捉え
て しまうことにつながっている。さらにこれは、学習そ
のものを教師の視点もしくは教師の計画性のEで 把握す










者個々人の 「教室」への参加状況や能力を 「見取 り」な















3-3長期 的 ・計画 的な教授 行為 として のイ ンター ベ ン
ション
これ まで教育学研究 を中心 に行われて きた授業 にお け
る教師の コ ミュニケー シ ョン技術、例 えば 「教育話法」
や 「リボイ ジング」、 「フォールデ ィング ・バ ック」、 「指
導的評価言」 などは、学習状況 に対す る即時的 なコ ミュ
ニケー シ ョン技術 であ り、①学習状況の見取 り、② コミュ
ニケー シ ョンによる介入、③学習場 面の構築 とい うプ ロ
セ スは類似 してい るけれ ども、 あくまで断片的 なコ ミュ
ニケー シ ョン技術で ある。
これに対 して、教師のイ ンターベ ンシ ョンは 「ね らい」
と 「ゴール」を もった長期的で計画的な教授行為で ある。
3-1で指摘 した 「学習者 の言語力 の育成 」 に して も、
3-2で指摘 した 「協働性 の高い学習集 団づ くり」 に し
て も、長期的で計画的 な教師のイ ンターベ ンシ ョンを積
み重ねてい くことで実現す るもので ある。
図2長 期的 ・計画的教授行為としてのインターベンション
4.教 師の 「見取 り」の対象 と背景 とな る知識 ・情報
実際の授業場面 にお ける教師 と学習者の コ ミュニケー
シ ョンを 「教師のイ ンターベ ンシ ョン」 と して捉 え直 し
てみ ると、その 「見取 り」が非常 に多角的で あることが
わか る。
例 えば、表現 に 目を向けさせ、教材理解のイ メー ジ化
を促すイ ンターベ ンシ ョンの例 を挙 げてみ る7。
事例1《A教 諭》
S2:僕は、 「ま もな くエル フは階段 も登れな くな った」
の ところが心 に残 りま した。 どう してか というと、
エル フが階段 も登れな くな ってかわ いそ うだか ら心
に残 りま した。
T:あ ～そ う、 エル フ階段登れな くな っちゃたんだ、か
わ いそ うだね。ず っと階段登れな くてかわ いそ うな
ままなだ ったの、ず っと階段登れなか ったの、 じゃ
ず っと一階 にいたの?ち が うの?2階 に行 けたの?
どうして2階 に行 けたの?2階 に行 けたよと思 う人?
その人 どうしてエルフは2階 に行 けたんだ と思 うの?
S3:言って もいいですか、僕 は(沈 黙)
T:だ れか助 けて くれ る人?
S4:私は僕がエル フを抱 っこして一緒に2階 に連れて行 っ




















S1:ぼくは、Aさ ん にちょっと付 け足 しで、みんな泣 い
て肩 を抱 き合 っただ と思 います。 どう してか という
と、みんな泣 いて肩 を抱 き合 って泣 いただ と、みん
なが エル フの ことを好 きだ ったか ら、みんな肩 を抱
き合 って泣 いたのだ と思 います、 どうですか
S:い いです
T:聞 いて いい?み んな って誰?家 族 って誰?
S:(「 兄」「妹」な どとつぶや きが起 こる)






T:パ パ、ママ、 じゃあ、5人 家族で いいですか、 この








い う表現は、発表 したS1ほど実感を持って読み取 られて
いないことを察知 している。
【教授行為の 目的 】
イ メー ジ化 を図 ること。
【実際のイ ンターベ ンシ ョン】
「誰 が肩 を抱 き合 って泣 いたのか」 とい う問い
【ゴール 】
一見、確認の発 問の よ うにも受 け 止め られ るが、そ う
で はなく、学習者 に家族全員で肩 を抱 き合 って泣いてい
る姿 をイ メー ジ化す る作用 をもた らしてい る。








多様な対象への見取 りを組み合わせた り、焦点化 した り
して、授業を展開し、学習場面を生み出している。こう













































ア ンケ ー ト
師 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン
授業観察 指導場面における教師のジェ
③学級経営学 ブ イー ル ド スチャー活用の実際/





































































生(T教 諭)お よび福井県E市K小 学校の6年 生(M教







5-3-1学習者の姿勢への見 と り(音 読場面)
T:用 意 はいいですか
S:い いです
T:い い姿勢。S1さんか らいい声 出て きそ う 【教科書 を









S2:顔を上 げて教科書 を持 ち直す
T:で は、 「いつ しか」、 さん はい
5-3-2学習者 の姿勢への見 とり(発 表を聴 く場面)
T:S3さん
S3:はい(立 ち上が る)言 って もいいですか
S:い いです
S3:わた しは 「まもな くエル フはか いだん も上がれ な く
な って」
T:の ぼれな く一
S3:「の ぼれな くな って」(言葉につまる)
T:う ん 【S3に目を向けた まま、姿勢の崩れた学習者 に
近づき、発表者を見るよう促す③】
S3:「で も、 エル フはぼ くの部屋でねな くちゃいけな い
んだ」の ところが心 に残 りま した。 どう してか とい
うと・・・…(沈 黙)(A)
S:(数 人がS3から視線 をはず して下 を向いた り、 きょ
ろきょろ して いる。 まだS3に注視 して いる学習者が
かれ らにS3に姿勢 を向けるよう促す)(B)
一53一
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T【S3に 対面する学習者に近づき、その傍らで中腰に
な りなが らS3を見 る④】S3さん はどんなわ け言 える
かね、聴 いてみ よう。
S:ふ たたびS3の方 を注視す る
T:【 ささや きか けるように⑤】 どう してか というと?
S3:どう してか というと、1場 面で はエル フは階段 を上
れた けど、2場 面で は階段が上れな くな ったか らで
す。 どうですか
S:わ か りま した



























5-3-3姿勢 ・参加 ・安心感への見 と り
(音読から最初の発表場面)




切 り替わ ったかな、切 り替 えてね。 はい、 じゃあい
つ もの ように読んで いきま しょう。で は、 お願 い し
ます
S:(5の 場面の音読)
T:は い、今 日はこの場面 をみて いきますが、その 中で
も、200ペー ジ の9行 目 『太一 は泣 きそ うにな りな
が ら思 う』 【話す速度 を落 とす②】 ここを考 えて い
きた いと思 います。 はい、それで は 【声の トー ンを
上ぜ亙③ 】 まず今 日の最初の課題 『なぜ、太一 は泣
きそ うにな ったのだ ろう』 【課題 を黒板 に貼 る】 出
会 えたんです よね … 何 に?
S:ク エ
T:ク エに出会 えた。 出会 えたの に … ちょっと顔 は
はっ き りしません け ど、太 一 さん です 【黒板 に紙
(主人公が クエに も りを刺 そ うと して いるシー ン)
を貼 る】 さあこれなんで しょう 【紙 を指 さ し、全体
に視線 を向ける】
S:も り
T:も り持 って るんやな。 さあなぜ、泣 きそ うにな った
んだ ろう。さあそこか ら考えていきま しょう。はい、




S1:立ち上が り、M教 諭の顔 をみ る




S1:太一 は、殺 されたが って いる魚 を見たか ら、泣 きそ
うにな った と思 います。 どうですか
S:わ か りま した
T:殺 され そうになっている魚、殺 されたが っている魚…
S1、どこに書 いて あった?教 科書の何ペー ジか言 え
るかな。
S1:【黙 って いる】
T:み んな も見つ けて あげて 【全体 に目を向ける⑥】
S:(数 人)200ペ ージ …
T:200ペー ジ の?
S:6行 目
T:6行 目?1、2、3、4行 目 じゃな い?… 「こ
の大魚 は」、読も うか全員で
S:「 この大魚 は、 自分 に殺 されたが って いるのだ と太
一 は思 った ほどだ った」
T:と い うところやな 【S1に視線 を合わせる】ここか ら、
な るほど 「殺 されたが って いる魚」 【板書】なんて
今 まで太一 は見た ことは
S:な い
T:な か った。その魚 を見た ときにため らっちゃって泣
きそ うにな った。それで いいんかな、S1【板書 を指
差 しなが らS1に視線 をあわせ る】
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ドを落 とし、学習者に発表のスター トを促す際に声の トー
ンを上げてい る点②～④ は注 目すべ きだ ろ う。 なぜな ら、
こ うした準言語(Paralanguage)のコン トロール は、授業
冒頭の雰囲気 を活性化す るだ けで なく、学習者の参加 を
見 とったEの 介入だか らで ある。 さ らには、発言者S1の
声 は非常 に小 さい ままで あったが、M教 諭 はS1を叱責す
ることなく、教卓の傍 らに腰 を落 と して うなず きなが ら
聴いてい る。 この介入⑤が、心 もとない表情で発言 を試
み るS1に安心感 を'ヂえよ うと意図 された もので あった こ
とは間違い ない。 この よ うな安心感の醸成 による発言者
のサ ポー トは、 その後、 「殺 され たがってい る魚 」 とい
う発言の根拠 を言 えず に沈黙 したSlを追いっ めず に、 ア
プ ローチの対象 を全 体に移 し、 「教科 書の記述」 を見つ
け出そ うとす る介入⑥か らも充分 に うかが えよ う。
5-3-4イメー ジ化への見 とり(主 人公の心情 に迫 る場面)
S2:太一 はお父 さん よ りもす ごいクエをとって、村のみ
んな にす ごいところを見せたか った けど、与吉 じい
さの教 えを思 い出 して クエと対決 して はいけな いと
思 ったか らだ と思 います。
T:う ん うん、父 を敗 った クエを仕留めたか ったんや け
ど、 【視線 を下 げてS2を見てか ら板書】実際 に対決
して はいけな いと思 った、太一 は。 こう思 ったか ら
その 中で泣 きそ うにな った。 【黒板の前 に座 りなが
らS2に視線 を戻 し、全体 を見渡す】与吉 じいさはど
うや って教 えたんや?【 窓側 に移動 し、全体 を見 る
⑦ 】
S:(数 人)海 の恵み … 千匹 に一匹 ・…
T:う ん、千匹 に一匹 って教 えたな 【黒板 に紙(ク エを
仕留めた い)を 貼 りなが ら】 まだ あった よ 【学習者
の方 を振 り向きなが ら】他の言葉なんかなか った?
S:「 海 を大事 に」
T:う ん、 「海 を大事 に」、それか ら?も う一個なんの言
葉が あったかな?【 黒板 に紙(ク エを殺 して はいけ
な い)を 貼 りなが ら】 お父 さんの言葉です。
S:「 海のめ ぐみ」
T:う ん、 「恵み」 とい う言葉が あった。 【話 す速 さを
落 とす】実 はこの2つ が 【黒板 に貼 った2つ の紙 を
指差 しながら】実は ここで、どうな ったか というと?
この考 えとこの考 えとが?【 紙 を指 し示 しなが ら声
続けてきた敵をついに目の前にした彼の思いに迫れるよ
う、相反する思いを記 した色紙を並列させ、それを指差
しなが ら太一の 「苦 しみ」を想像させている。それまで
















S:わ か りま した
T:ク エを殺 さなか った よ、与吉 じいさの教 えを守 った
よ、だか ら、S5も(太 一が本物の漁師 に)な れた と
思 った。 【S5の顔 をのぞ きこみなが ら】S5、す ごい
の トー ンを落 とす。ゆ っ くりと した ロ調で⑧】
S:ぶ つか った
T:そ うやな、ぶつか った、 どこで?
S:(数 人)心 の 中
T:【 すか さず】誰の?
S:太 一の
T:太 一の心の 中で この2つ がぶつか ってたんです
また、上述 したよ うにM教 諭 は、太一が泣 きそ うになっ
た理 由を答 えさせ るだ けで なく、学習者が、ず っと追い
【声 を低めてS5の方 を見 る】。S5、初めて、す ごい
よ、す ごい去年か ら伸びて るぞ、 自信 もってな、 こ
れか らもな
S:(S5の方 を見 る)(数 人が拍手をする)
T:は い 【声の トー ンを上 げる】S5に 負 けるな、 い く
そ
S:(一 斉 に勢 いよ く挙手 し、 ロ々に)S3、S4さん、S5
さん と似て います
このように、教科書の記述を根拠とした論理性の高い







視 していること、 その直後の 「S5に負 けるな」 とい う
M教諭の一言か ら間髪を入れずに(ま るで弾かれるよう









































個人 視線 ・距離 する(個人の感情 ・経験に言
及する)



















































雰囲気 声 の トー ン 表情で教材の登場人物の心情
演出 ・服装 などを演じる(口 調、表情)
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